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気仙沼漁業共同組合i和束冷蔵施設建築工事において，  

本工事主要部である冷蔵室の冷却設計温度は－60℃と  

超低温なため，防湿断熱工事（特に断熱工事）に留意し  

施工管理した．その結果，目標とした温度が面酎呆でき，  

断熱工事も支障なく，現在順調に冷蔵庫が運転活用され  

ている．   

完成までの断熱工事を主とした施工管理についてここ  

に紹介する．   

1．工事概要   

工事名称 気仙沼漁業共同組餉東冷蔵施設建築工事  

工事場所 宮城脂気仙沼市朝日町20－5  

設 計 棟式会社創元設計  

工 期 昭和61年6月28日～昭和61年12月8日  

敷地面積 7，764m2  

建築面積 3，996m2  

延床面積 4，598m2  

構造規模 S造1部2階  

冷蔵庫【6げC900tX3室  

凍結室日産35t／15h－4げCXl室  

日産17．5t／15h－4げCX2室   

2．施工計画  

当建物の構造は，柱・染が鉄骨造，壁は1部を除き，ほ  

とんどがPC版（厚さ10伽m），尉ま一般部は鉄筋コンク  

リート造土間スラブで榔束室廻りがPC版（厚さ10伽m）  

の上，鉄筋コンクリート造スラブ（厚さ8伽m）となって  

いる．   

施工計画のポイントは，＿工斯が短い上に冷i東冷蔵室部  

分をいかに早く防湿，断熱 冷却設備工事に渡すかとい  

うことであり，標準作業の流れを次のように吉個した．   

イ）冷蔵室，i東結室部分の基睦地中染コンクリート打  

P■C版目地防湿D’Pコ‾憫  

ホワイトキーストン張り  

D．Pコート吹付（防湿）  

ウレタン吹付㊦200ウi  

ステンレスボルト3分量＝400サ丘  

グラスウール20kg⑦100＋¢ユ0（l  

・F2・R3  

●A＿P  －アスファルトプライマー  

●A－F20K¶アスファルトフェルトZOkg  
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●A・R30K－アスファルトルーフィング30kg  

Fig．1超低温（－600c）冷蔵庫，床，壁の防湿，断熱仕様  

ウレタン吹付宮200㌔  

メタルラス＃180  

（冷蔵室J  G．W2帆笥20叫  

天井カネライト1層－2宥  

カネライト  
（A）   

カメ．ライトフォーム⑦Ⅰ00㌔  

二  1・訓  。！  

W16kg50％厚みの物を20％に圧縮Lてはさむ（良子方向）  

Fig．2 超低温（－60℃）冷蔵庫，天井，壁の防湿，断熱仕様  
■東北（支）仙台（出）工事係長  

一■東北（支）仙台（出）  
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⑨ 天井吊ボトルは直径15伽mのポイドにて包みポイ   

ドよりあふれる程度まで発泡ウレタンを注入する．   

⑲ 天井コーナー部には伸縮目地用にカネライト（断   

面が75mmX180mmポリフイルム貼）を埋め冷却運転   

後に取りはずし，中にウレタンを注入する（ウレタ  

ン天井部が広いため，収縮をエキスパンに集め外へ   

亀裂が広がるのを防ぐ）．   

4．終りに  

冷凍冷蔵庫建設における防湿断熱工事は，その工事の  

施工精度が直接冷却工事及び温度に影響を与えるために  

十分な施工管理が必要であった．   

当工事施工中特に注意したことは除湿運転期間を十分  

にとり，1日における冷却温度を無理に下げないことで  

あった．（期間がないと業者は無理に設定温度まで下げよ  

うとするため断熱工事に悪影響を与える．）   

なお，冷i郭令蔵室工事における防湿断熱工事の際には，  

火災事故防止対策を十分に検討，考慮して作業に当らね  

ばならない．   

皆様方のこれからの施工に少しでも反映させていただ  

ければと幸いです．   

3．施工  

冷蔵庫内天井，壁，床の防湿断熱設計断面をそれぞれ  

Fig．1，2に示す．   

防湿断熱工事と建築工事との関連注意事項を記す．   

① 防湿断熱工事施工時には，床壁（躯体PC版）共  

に不陸がなく乾燥していることが絶対条件である．   

（乾燥が不十分であるとのちに除湿運転のときに非   

常に目数がかかり，また躯体の破損にもつながる．）   

② アスファルトフェルト，ルーフィングをアスファ  

ルトにて張り付けるときに，アスファルトは多めに  

また温度は8げC以上にならないようにすること   

（多めにすることにより床からの湿気の侵入を防ぎ，   

断熱材であるカネライトフォームの溶解を防止す  

る）．   

③ 壁PC版に砂付ルーフィングを工場貼りしたが，  

目地部分は現場にて，さらに補強する必要がある．   

④ 壁発泡ウレタンの吹付は，1匝旧の吹付厚を3伽m   

程度とし，発泡熱がさめてから次回の発泡ウレタン  

を吹付する．1度にウレタンを吹付すると亀裂の原  

因になり，数回に分けると発音包熱の蓄積をなくして   

割れを防ぎ，かつ多層にすることで発泡ウレタン内  

への湿気の侵入を防ぐ．   

⑤ 壁発泡ウレタン内に貼るメタルラスは発泡ウレタ  

ンの亀裂防止用であるが，発泡ウレタンは外部より  

内部の収縮が多いので，内部に近いところにメタル  

ラスを入れる．  

軋 粟ンヨイントJ71；ウレタン眈付  

l  

、J■  

コンクリー＝鉄骨Iil勺部断熱  鉄1‘用．弘 ショイント部断熱  

Fig．3  

⑥ 冷蔵俸内の柱は穴あけしコンクリート注入後柱内  

下部にウレタンを注入し床からの熟の侵入を防ぐ．   

⑦ 天井裏柱立上り部分と染接合部は結露防止のため  

発泡ウレタンの吹付をする（F癌．3）．   

⑧ 天井断熱はFig．2に示すように，1，2層の（Y），   

（Z）部分を交互に設計施工した   
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